
コントロール
ロサンゼルス市警の制服警察官、マット・パークマンには人の心を
読みとる能力がある。しかし、この特別な能力は諸刃の剣なのだ。
テレパシーで彼が知ってしまったのは、最愛の妻の浮気。
さらに悪いことに、妻の浮気相手はほかならぬマットの親友、トム・
マクヘンリー刑事であるらしい…。



現在現在現在

なぜ
こんなことに？



すべては順調だった。
なのに…

まあいいさ。
おまえの女房を
ものにしたんだ。

聞こえてくる声を
信じていいのか？
どういうことなんだ？

真実は、彼女の口から聞きたい。
今はすべてが曖昧で･･･灰色だ。

それに、“事実”じゃない、
単なる思考…
考えただけじゃ罪にはならない。

頭をすっきりさせないと。
パトロールに出て
善悪、白黒を整理するんだ
“たぶん”には構うな。

55時間前時間前5時間前



本部、こちら42号車、
容疑者を追跡中。
ビバリー通りを西に向かっています。
援護願います。それからヘリを…

バカな！
本気か？！

俺になら捕まえられる。
俺には奴の一挙一動が分かる、
奴が自分で考えたことに
気付く前に･･･

本部、
聞こえません！

自分の
職務です。

あいつ！
…こいつの思考は理性を失ってる…
他の人間には無理だ。



なんてこと！

助けて！

いったい何を…？！

警察はいったい…

止めろ！
誰かあの二台を
止めるんだ！

誰か死んじゃうわ。

ヘマをすんなよ。ママ！

ここにいる全員の声が聞こえる。
まるで道しるべだ…
パークマン、集中するんだ。

赤ん坊がいるのよ！
この子だけは・・・！

俺の車は、
人を避けられるが、
奴には無理だ。
なんとか止めないと！



今だ！

間違いない。

考え直す
必要もない。

白黒はっきり
してるさ。


